静岡市立登呂博物館　ミュージアムショップ運営要領
１　運営目的
博物館と利用者を結び、利用者のニーズに幅広く対応し、利用者が博物館見学後の感動や思い出を、商品を通して持ち帰り、見学の記憶を定着させ、博物館に対する興味関心の向上を図り、もってリピーターの増加を図り、登呂遺跡の歴史的価値を広く後世に伝えることを目的とする。
２　静岡市立登呂博物館の概要
（１）所在地　　静岡市駿河区登呂五丁目10番５号（登呂公園内）
（２）規　　模　　延床面積　2,296.52㎡
（３）構　　造　　鉄筋鉄骨コンクリート造２階建
（４）開　　館　　平成22年10月リニューアルオープン
（５）管理運営　　静岡市
（６）休館日　　月曜日、祝日の翌日（月曜日が祝日の場合はその翌日）及び年末年始
　　　　　　　　　ほか臨時開館、閉館あり
（７）主な施設　　弥生体験展示室、常設展示室、特別・企画展示室
　　　　　　　　　登呂交流ホール、情報・映像コーナー、図書コーナー
（８）対象施設の面積
　　　　　　　　　28.76㎡（店舗26.64㎡、倉庫2.12㎡）
３　営業条件
（１）営業内容
　　　国の特別史跡である登呂遺跡及び参加体験型ミュージアムである登呂博物館にふさわしく、また、来館者の幅広い要望に応えるミュージアムショップの運営。
（２）営業日時
　　　原則登呂博物館の開館日時に準ずる。ただし、ヒアリングにおいて提案を行う場合はその限りではない。
（３）設備等
　　①陳列台・ケース・棚、レジスター、消耗品、その他必要なものについては事業者が準備する。
　　②登呂博物館にふさわしい店舗とするため、店舗名称、設備等の選定、看板類の設置等について、及び現状を変更する場合については予め静岡市と協議し、承認を得ること。
（４）商品
　　登呂遺跡・考古学・歴史文化に関連したグッズ、専門書、オリジナル商品のほか、体験学習に使用するものを扱うこと。なお、商品及び価格の設定については必要に応じて静岡市と協議すること。
４　使用許可及び使用料について
（１）使用許可形態
　　　地方自治法第238条の４第７項に規定する行政財産の目的外使用の許可
（２）使用料
　　①使用料は静岡市財産管理規則に基づき算定した金額とする。
　　　（参考）令和２年度使用料計算122,680円
　　②支払は１年ごとに静岡市が指定する日までに指定する納付書にて納入すること。
　　③光熱費等については、別途実費負担とする。
　　④清掃及び電話については使用者が別途契約を行うこと。
　　⑤対象施設の面積外を使用する場合は、別途静岡市と協議をすること。
（３）使用許可期間
　　使用期間は１年間。ただし、運営等に問題がない限り１年ごと５年間更新できるものとする。
５　留意事項
（１）静岡市財産管理規則等の関係諸法規を遵守すること。
（２）ミュージアムショップ運営に係る使用許可の条件を遵守すること。
（３）第三者への転貸は行わないこと。
（４）業務の一部を第三者に委託する場合は、あらかじめ静岡市と協議し承認を得ること。
（５）本業務に伴うゴミ等廃棄物については、静岡市の指導に基づき、事業者において処理すること。
（６）運営事業者は、１年度ごとに収支報告書を静岡市に提出すること。
（７）静岡市立登呂博物館の事業及び取組並びにサービス向上に協力すること。
（８）公の施設内であることを理解し、登呂博物館にふさわしい商品選定、商品陳列、ならびに従業員の接客態度および服装等に配慮すること。
（９）運営事業者は、事業の継続が困難になった場合またはそのおそれが生じた場合、速やかに登呂博物館に報告すること。
（10）次に掲げる事項に該当するに至った場合は、使用許可を取り消す場合がある。
　　①　使用許可に係る条件に違反する場合
　　②　運営事業者が、正当な理由なく静岡市との協議に応じない場合、ならびに必要な指示等に従わない場合
　　③　その他、公の秩序又は善良の風俗を害するおそれがある場合、又は著しく社会的信用を損なう行為があると認められるとき。
　　　（11）上記②により使用許可が取り消された場合、静岡市は運営事業者に生じた損害の賠償の責を負わないほか、運営事業者は静岡市に生じた損害を賠償しなければならない。
（12）その他、定めのない事項並びに疑義の生じる事項については、市との協議の上決定するものとする。
６　応募及び問合せ先
　　　静岡市駿河区登呂五丁目10番５号
　　　静岡市　観光交流文化局　文化財課　登呂博物館
　　　電　話　054-285-0476
　　　ＦＡＸ　054-287-1466
      メールアドレス torohaku@city.shizuoka.lg.jp
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